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■ア ラスカ先住 民イヌピア ックとホ ッキ ョククジラ

  の関係の変化

岸上伸啓(国 立民族学博物館 ・総合研究大学院大学)

 アメリカ合衆国アラスカ州北西沿岸地域 に住むイヌ

ピアックは,紀 元後1000年 ごろからホッキ ョククジラ

を捕獲 し,食 料資源や道具を製作す るための原材料 と

して利用 してきた。この捕鯨を通 してイヌピアックは,

ホ ッキョククジラと特別な関係 を形成 している。本報

告では,そ の関係の特徴 と歴史的な変化 を報告 した。

 ホ ッキ ョククジラは成獣で体長が約15メ ー トル,体

重が約50ト ンある巨大な海棲哺乳類であ り,季 節的に

回遊す る。クジラの体の70%は 食料資源などに利用す

ることができる。報告者の調査地であるバロー村には

約55組 の捕鯨 グループが存在 し,ク ジラが村の近 くを

回遊する春 と秋に捕鯨に従事 している。 この捕鯨は,

国際捕鯨委員会のもと先住民生存捕鯨 として年間あた

りの捕獲頭数に条件が課せ られたうえで,実 施されて

いる。捕獲 したクジラの肉や皮脂は,ル ールに従って

関係者や村人に分配されるとともに,ナ ルカタック祭

やクリスマス,感 謝祭の村全体の祝宴で消費 されてい

る。捕鯨 と獲物の分配 ・消費は,現 在のイヌピアック

にとっても重要な社会 ・文化 ・経済 ・政治的な活動で

あ り続けている。

 イヌ ピア ックは,ク ジラは彼 らの話 を聞 き,行 動を

見る能力を持っており,人 間のために自ら意図的に命

をささげると信 じている。そ してクジラが特定のハ ン

ターに捕獲 されにやって くるのは,そ のハ ンターの妻

にひきつけ られるからだと考えている。ハ ンターが,

霊 魂が宿 るとされているクジラの頭部 を捕獲後に海中

に戻 し,彼 の妻がほかの人々に対 し寛大に振舞 うか ぎ
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りは,そ のクジラが再生 し,同 じハ ンターのもとに再

び捕 られるために戻って くると信 じられている。 この

ため,イ ヌピァックは捕鯨 を聖 なる活動であると考え

ている。

 このイヌピアックとクジラの特殊な関係は,基 本的

に現在で も継続 しているが,こ の100年 余 りの間にい

くつかの変化が起こった。第一の変化 は,イ ヌピアッ

クがキ リス ト教 を受容 したため,ク ジラを彼 らに遣わ

しているのは,キ リス ト教の神であると考えるように

なり,ク ジラとともに神に対 して感謝の祈 りをささげ

るようになった。第二に,グ ローバル化や国民化の進

展によって,イ ヌピアックが多様な経済活動に従事す

るようにな り,生 活様式 も多様化 しつつある。 このよ

うな社会変化の中で,捕 鯨はすべてのイヌピアックが

かかわる活動ではな くな りつつある。一部のイヌ ピア

ックにとっては,ク ジラは観光資源や保護の対象にな

った り,ク ジラの皮脂は食べても,肉 を好 まない若者

も出現 した りしている。このように歴史的に形成 され

てきたイヌピアックとクジラの関係 は変化 しつつある。
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